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は じ め に

才

～

～

近 年 の マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ応 用 シス テ ムは,ほ とん どあ らゆ る分野 に進 出

して 来 て い る。 我 々の 身 の 回 りを 見 渡 して も,ご く当 然の よ うに マ イ クロ コ ン

ピュー タを組 み 込 ん だ 製 品を手 にす る こ とがで きる。

マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ応 用技 術は,わ が 国が 指 向す る先端 技 術 産 業 を支 える

技 術 と して今 後 ます ます そ の重 要性 を増す もの と言 える。

一 方
,こ れ らマイ ク ロ コ ンピ ュー タ応 用 製品 の急 激 な普及 とは 裏 腹 に,マ イ

ク ロコ ン ピ ュー タの応 用 シ ステ ム を 開発す る技 術者 が 極 端 に不 足 してい る こ と

が 各方 面 か ら指 摘 され てい る。 しか し,各 企 業 に お け る技 術 者 不 足 に 対す る取

り組み につ い て はそ の実 情 は,あ ま り知 ら され てい ない。

本 調 査 は,こ れ ら技 術 者 の実 態 につ い て育成 方法 を 中心 に ア ンケ ー トに よ り

行 った もの で あ る。 調 査 項 目にお い て,不 十分 と思 わ れ る と こ ろ もあ るが,マ

イ ク ロ コ ン ピュ ー タ応 用 シ ステ ム開 発 技術 者 の実 態 等 につ い て調 査 した もの と

して は類 例 を 見 ない もの と思 わ れ る。

こ こに 本調 査 の 実 施 に 当 って,ご 協 力を頂 いた 関 係各 位 に厚 くお 礼 を 申 し上

げ る とと もに,本 資 料 に よ り新 しい タイ プの技 術 者 像 につ い て多 少 な りとも理

解 を 深 め て頂 き,あ わ せ て,マ イ ク ロコ ンピ ュー タ産業 の 発 展 に 寄 与す るこ と

が で きれ ば幸 いで あ る。

昭和60年3月
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第1編 調 査 の 概 要

1.調 査 の 目的

本 調 査 は,マ イ ク ロコ ンピ ュー タ応 用 シ ステ ム開 発技 術者(以 下 「マ イ ク ロ

コ ン ピ ュー タシ ス テ ム技 術者 」 と言 う。)の 企業 内に おけ る育 成策 等 につ い て

各企 業 の 実態 を 明 らか にす る こ とを 目的 と して実 施 した。

、

2.調 査 対 象

調 査 は,大 き く分 け て,次 の3つ の グル ー プを対 象 とした。

(1)一 般 メー カ."1

第1部 上 場,第2部 上 場 の機 械,電 気機 器,輸 送 用機 器,精 密機 器 メー

カ と半導 体 専 門商 社 ……358社.・'

(2)ア セ ン ブル メ ー カ ・.'

こ こで は,電 子 機 器 アセ ンブル メ、[ガの 中 か ら(3)の シ ス テ ムハ ウスを除

い た ものか ら,従 業 員 数 ・資 本金 と も小規 模 な 企業 で か つ,マ イ グ ロコ ン

ピ ュ ー タを部 品 と して使 用 してい る と ころ… ∵・297社

こ の グル ー プは,シ ス テ ムハ ウス的 な活 動 は まだ してい ない が,,マ イ ク

ロ コ ンピ ュー タの応 用技 術を持 ってい るた めに 将来 シ ス テ ムハ ウス的 な活

動 をす る 力を も ってい る と想 定 され る グル ー プで あ る。

(3)シ ステ ムハ ウ ス ・.、

シ ステ ムハ ウス関 係 の 次 の4つ の 団体 の会 員 企業214社

D日 本 マ イ ク ロコ ンピ ュー タ シス テ ム工 業 会441

1i)中 部 シ ス テ ムハ ウス工 業会24

1ii)近 畿 シス テ ムハ ウス協 会112

iv)北 海道 シ ス テ ムハ ウス 工業 会34

一]一 一



5.調 査 項 目

今 回 の調 査 は,大 き く次の4つ の テー マ に区 分 され る。

(1)マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ関 連 業務 に っい て

(2)使 用 マ イ クロ コ ン ピ ュー タ(マ イ クロ プ ロセ ッサ)お よび 言語 に つい て

(3)マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用 シ ステ ム開 発 技 術 者(マ イ ク ロコ ンピ ュータ

シ ステ ム技 術 者)に つ い て

/ク(4)
マ イ ク ロ コン ピ ュ ータ応 用 シ ス テ ム開発 技 術者試 験 につ い て

以 下,各 テ ー マ につ い て 調 査項 目を示 す 。

(1)マ イ ク ロ コン ピ ュー タ関 連 業務 にっ い て

こ こで は,調 査 対 象 の業 務 内 容を 明 らか にす る こ とを 目的 と し,調 査対

象 を 「一 般 メ ー カ ・アセ ンブル メ ー カ」 と 「シ ステ ムハ ウ ス」 とに二 分 し

て,そ れぞ れ に対 応 す る調 査 項 目を設 け た。

① 一般 メ ー カ ・ア セ ンブル メ ー カに対 す る質 問項 目

⑤ マ イ クロ コ ンピ ュー タ関連 業務 を行 ってい るか ど うか

⑥ マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ関 連 業 務 を増 や したい か

② シ ステ ム ハ ウスに 対す る質 問 項 目

⑤ 事 業 分 野

⑤ 生 産状 態

◎ マイ ク ロコ ン ピ ュー タ関 連 業務 の 売 上

なお,調 査 対 象 に特 有 な調 査 項 目は,以 上 の み で 以 下 は,す べ て の 調

査 対 象 に共 通 な調 査 項 目で あ る。

(2)使 用 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ(マ イ ク ロプ ロセ ッサ)お よび言 語 につい て

① 使 用 マ イ クロ コ ン ピ ュータ

② 使 用 言 語

(3)マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ応 用 シ ステ ム開 発技 術者(マ イ ク ロ コ ンピ ュ ー タ

シ ステ ム技 術者)に つい て

① マイ ク ロ コン ピ ュー タ関 連技 術者 数

一2-一
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② マイ クロコンピュータシステ ム技 術者の採用方法

③ マイクロコンピュータシステム技 術者の育成方法

(4)マ イ クロコンピュータ応用 システ ム開発技術者試験につい て

① 試 験は技 術者の育成,評 価,採 用等に役立つか

② 試験の実 施時期はいつ頃

③ 試験の合格者に対す る待遇

④ 育成方法 に対す る意見

⑤ 受験対象技 術者数 にっいて

4.調 査 方 法

調 査 は,別 添の調査票を郵送 ・回収 して行 った。 調査 期 間は ・昭和60年1月

21日 か ら2月5日 の 約 半 月間 で あ る。

5.調 査 票 発 送企 業数 と回答企 業数

t

●

表5-1 調査票発送企業数と回答企業数の内訳
(単 位 社数)

調 査 対 象 発送企業数 回答企業数

シ ス テ ム ハ ウ ス 214 80

ア セ ン ブ ル メ ー カ 297 49

一 般 メ ー カ 358 83

合 計 869 212

(回 答 率24.4%)

一3一



一 般 メー カ

41.2%

358社

シス テム ハ ウス

24.6%

214社

ア セ ン ブル メー カ

34.2%

297社

図5-1ア ンケー ト調査票発送企 業 比率

●

一 般 メ ー カ

39.2%

83社

'シス テ ム
ハ ウス

37.7%

80社

アセ ン ブル メー カ

23.1%

49社

・図5-2ア ンケ ー ト調査 回答 企業 比率 ,

●
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第 皿編 調 査 結 果

●

1.マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 関 連 業 務 に つ い て

1.1「 一 般 メ ー カ ・ア セ ン ブ ル メ ー カ 」の 業 務 に つ い て

1.1.1マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 関 連 業 務 を行 っ て い る か ど うか

「一 般 メ ー カ ・ア セ ン ブ ル メ ー カ 」 の 回 答 企 業131社 の 約90%は,

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ応 用 製 品 ま た は シ ス テ ム の 開 発 を 行 っ て い る。

表1-1 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ関 連 業務 を行 ってい るか ど うか

(単 位:社 数,カ ッコ内は%)

回 答 数 開発 している 外注により開発 予定 している 予定 もない

ア セ ンブル メ ー カ 49
41
(83.7)

1
(2.0)

3
(6.1)

4

(8、2)

一 般 メ ー カ 83
ク

76
(91.6)

2

(2.4)

3

(3.6)
2
(2.4)

全 体 132
117

(88、7)

3
(2.3)

6
(4.5)

6
(4.5)

,

`

外注開発 している

23%

3社

図1-1

予定 し ない

て い る4 .59,
4.5%

社 社

開 発 して い る

88.7%

117社

「一 般 メ ー カ ・ア セ ン ブ ル メ ー カ」 に お け る

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 関 連 業 務 の 有 無

一5一



1.1.2マ イ クロ コ ン ピュ ー タ関 連 業務 を増 や したい か

一般 メ ー カ ・ア セ ンブル メー カで は ,今 後 の 事業 展 開 の うえで,マ イ ク 、

ロ コ ン ピ ュー タ関連 業務 を増や したい と回答 した企 業が97%と ほぼ 全 企 業

で あ った。

表1-2 マイ ク ロ コン ピ ュー タ関 連業 務 を増 や したい か

(単 位:社 数,カ ッコ内は%)

回 答 数 増 や した い 現状のままでよい 減 ら した い

ア センブル メーカ 41
40
(97.6)

1
(2.4)

0
(0)

一 般 メ ー カ 78
75
(96.1)

3
(3.9)

0

(0)

全 体 119
115
(96.6)

4
(3.4)

0
(0)

●

現状のま古
3.4%4社

増 や した い

96.6%

115社

'

図1-2マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ関連 業 務 を増 や したい か
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ま た,マ イ ク ロ コン ピ ュ ータ関 連 業 務 の中 で,今 後増 や したい としてい

る部 分 は,シ ス テ ム開 発,シ ステ ム設 計,ソ フ トウ ェア開 発,ハ ー ドウ ェ

ア 製 造の 順 とな っ てい る。 こ こで も マ イ ク ロコ ン ピ ュータ関連 業 務 の 中 心

で,な お かつ 特 徴 的 と もい える シス テ ム開発(ハ ー ドウ ェア ・ソフ トウ ェ

ア を1つ の シス テ ム と して開 発す る。)が 最 多 で あ る。

`

表1-3 どの よ うな仕 事 を増 や し たい か

(単 位:社 数, カッコ内は%)

回答数
システムの

設 計 部 分

ハードウェア

の製造部分
ソフトウェア

の開発部分

システムの

開 発
その他

ア セ ン ブ ル メ ー カ 49 19
(38.8)

14
(28.6)

13
(26.5)

30
(61.2)

0
(0)

一 般 メ ー カ 83

'
42
(50.6)

22
(26.5)

46
(55.4)

59
(71.1)

1
(1.2)

全 体 132
61

(46.2)
36
(27.3)

59

(44.7)

89

(67.4)

1

(0.8)

(多 重回答)

社数

⑱

`

㎝

田

,

η

60

田

田

抱

㎝

10

0

シ万礁 十 心ド製造 ソフト開発 シ万ム.そ の他

M7セ ンフ"iL>{一 カ

ロト 般 メーカ

∈ヨ全体

・業務分野

図1-3ど の よ うな仕 事 を増や した'いか
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1.2「 システ ムハ ウ ス 」の業 務 につ い て

1.2.1事 業 分野

シ ス テ ムハ ウ ス にお け る事 業 分野 につい て見 る と,機 械 制 御 に一 番 回答

数 が多 か ったっ しか し,そ れ 以外 の分 野 とは さほ ど開 きは な く,シ ステ ム

ハ ウスが マ イ クロ コ ン ピ ュー タの応 用 に 係 る業務 に満 遍 無 く携 わ ってい る

こ とが わか る。

表1-'4シ ステ ムハ ウスの事 業 分 野

(単位:社 数,カ ッコ内は%)

＼ 、一～㌔ 一 一̂～、 ヤ
、- 、、一

、、
＼ へ

、^

回 答 数 最 もウェイ トの高いもの 該 当す る もの

i.機 械 制 御 15(20.0) 49(62.8)

1.自 動 試 験 検 査 9(12.O) 40(513)

w.ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト 8(10.7) 37(47.4)

j.計 測 9(12.0) 48(61.5)
・

c.マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 6(8.0) 26(33.3)
一

x.シ ス テ ム 5(6.7) 34(43.6)

n.周 辺 機 器 4(5.3) 29(37.2)

o.通 信 変 換 3(4.0) 34(43.6)

k.監 視 75 3(4・0) 31(39.7)

e.パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 「 2(2.7) 18(23.1)

v.ソ フ ト シ ス テ ム

7

2(2.7) 18(23.1)

9.デ ー タ 処 理 1(1,3) 36(46.2)
`

p.医 用 機 器 0(0.0) 13(16、7)

u.言 語 ソ フ ト 0(0.0) ,
'
12(15.4)

f.事 務 用 機 器 1(1.3) 11(14ユ)

9.POS機 器 1(1.3) 11(14.1)

m.物 流 機 器 1(1.3) 10(12.8)

(多重回答)

一8一
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図1-4シ ス テ ムハ ウスで最 も ウ ェイ トの高 い 事 業分 野
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計測 シヌテム 通信変換 胸 ⊃ デ→処理 事業分野

自動試験 マ有)周 辺機器 監視 ソフトジ万ム その他
アプリケーション

図1-5シ ステムハ ウスで行 ってい る事業分野(該 当す る事業分野)
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機械制御
20.0%

15社

自動試験
12.0%

9社

●

図1-6シ ス テ ムハ ウスで 最 も ウ ェイ トの 高い 事 業 分 野

(各 事 業 の 占め る割 合)

1.2.2生 産 状 態

シ ステ ム ハ ウ スの生 産状 態 を見 る と,設 計 か ら製 作 まで行 う と回答 した

もの が90%と な ってい る。 これ か らシ ステ ムハ ウスの 中心 とな る生 産状

態 は設 計 か ら製 作 まで を一 環 して行 ってい るこ とが うか が える。

表1-5 シ ス テ ムハ ウ スで 最 も ウ ェイ トの高 い 生 産状 態

(単位 三社数,カ ッコ内は%)

回 答 数 設 計 の み 設計 ・試 作のみ 設計から製作まで

シ ス テ ムハ ウ ス 76

3

(3.9)

5

(6.6)

68

(89.5)

,

一10一



■

図1-7シ ス テ ムハ ウスで 最 も ウ ェイ トの 高い 生 産状 態

ま た,

シ ステ ムハ ウ スが 製 品 を生 産す る場 合 につ い て見 る と,自 社工 場 と一 部

外 注 が ほぼ 半 々で,全 部 外 注 に た よる と ころは ご く少 数 で しか ない こ とが

わ か る。

表1-6シ ス テ ムハ ウスの 製 品 生産 は,自 社 生 産 か 外注 か

(単 位:社 数,カ ッコ内は%)

回 答 数 自社 工場 で 全 部 外 注 一 部 外 注

シ ス テ ム ハ ウ ス 76
30

(39.5)

7

(9.2)

39

(51.3)

－H一



一 部 外 注

51.3%

39社

自社工場で
39.5%

30社

全 部

外注
9、2%

7社

図1-8シ ステ ムハ ウスの 製品 生 産 は 自社 生 産 か 外 注か

、

1.2.3マ イ ク ロ コン ピ ュー タ関 連業 務 の売 上

シ ス テ ムハ ウスの マ イ クロ コ ンピ ュ ータ関 連業 務 の 売 上 を 見 る と ,億 円

代 が 過 半 数 を 占 め,次 い で 千万 代 と十 億 円代 が残 りの 半 々を 占め てい る。

表1-7シ ス テ ムハ ウス にお け る マ イ クロ コ ン ビ 三一 タ

関 連 業 務 の 売上 分 布

(単 位:社 数,カ ッコ内は%)

回 答 数 百 万 円 台 千 万 円 台 億 円 台 十 億 円 台

シ ス テ ムハ ウス 68
1

(1.5)

15

(22.1)

37

(54.4)

15

(22.1)

'

●
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十億 円台

22.1%

15社

億 円 台

54.4%

37社

百万円台
1.5%

1社

千 万円台

221%

15社

図1-9シ ス テ ムハ ウ ス に お け る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

関 連 売 上 分 布

ま た,シ ス テ ム ハ ウ ス の ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェ ア 別 の 売 上 を 見 る と,

ハ ー ドウ ェ ア に ウ ェ イ トが か か っ て い る こ とが わ か る。

■
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一
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F

ハ ー ドウ エア

比 率(%)
0

1

～9

10

～19

20

～29

30

～39

40

～49

50

～59

60

～69

70

～79

80

～89

90～

99
100 計

回

答

社

数

58年 度
5

(7.8)

3

(4.7)

1

(1,6)

1

(1.6)

5

(7.8)

2

(3.1)

7

(10.9)

5

(7.8)

10

(15.6)

10

(15.6)

12

(18.8)

3

(4.7)

64

(100)

59年 度
6

(8.6)

3

(43)

1

(1.4)

1

(1.4)

6

(8.6)

6

(8.6)

4

(5.7)

4

(5.7)

18

(25.7)

10

(14.3)

7

(10.0)

4

(5.7)

70

(100)
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(1.6)

1

(1.6)
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1図

受託開発別に見 ると,自 主シ ステ ムハ ウ スの売 上 を,自 主 開 発,ま た,

受託 開発 にその中心が あるごとがわかる。開発の部分は少な く,
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2.使 用 マ イ ク ロコ ン ピュ ー タお よび 言 語 につ い て

2.1使 用 マ イ ク ロ コン ピ ュ ータ

使 用 マ イ ク ロコ ン ピュ ー タ(マ イ ク ロプ ロセ ッサ)は どの よ うな もの が主

流 を 占めて い るか を 見た もの で あ る。

数 量 的 に最 も多 く使 われ てい る もの が,8bitのZ80で44%,以 下8085,

8086と 続いてい る。 また,数 量 の多 寡 にか かわ らず 使 用 され てい る もの(多

重 回答)に つい て 見る と,Z80,8086,8085,68000の 順 とな ってい る。

表2-1使 用マイクロコンピュータ(数 量の最も多い もの1つ)

(単 位:社 数,カ ノコは%)

回 答 数

z

8

0

8

0

8

0

8

0

8

5

6

8

0

0

6

5

0

2

6

8

0

9

8

0

8

6

6

8

0

0

0

Z

8

0

0

0

シ ステ ムハ ウ ス 67
37

(552)

1

(1.5)

9

(134)

1

(15)

1

(1.5)

3

(45)

13

(19.4)

2

(30)

0

(00)

ア センブル メーカ 27
15

(55.6)

1

(37)

3

(111)

3

(11!)

0

(00)

2

(74)

2

(7.4)

0

(00)

1

(37)

一 般 メ ー カ 55
21

(38.2)

4

(73)

17

(30.9)

3

(55)

0

(00)

2

(3,6)

6

(10.9)

2

(36)

0

(0,0)

全 体 149
73

(490)

6

(40)

29

(19,5)

7

(4.7)

1

(07)

7

(47)

21

(14.1)

4

(2.7)

1

(0.7)

6502

0.7%

1社

8080

4.0%

6社

68000

2.7%

4社

Z8000

0.7%1社

Z80

49.0%

73社

図2-1使 用 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ(数 量 の最 も多 い もの1つ)

-18一



'

表2-2使 用マイ ク ロコンピュータ(使 用 してい るもの全 て)

(単 位:社 数,カ ッコ内 は%)

＼

回 答 数
z

8

0

8

0

8

0

8

0

8

5

6

8

0

0

6

5

0

2

6

8

0

9

8

0

8

6

6

8

0

0

0

Z

8

0

0

0

シ ステ ムハ ウス 76
66

(868)

18

(23.7)

39

(513)

11

(14.5)

5

(6.6)

12

(15.8)

49

(64.5)

30

(39,5)

4

(53)

ア センブル メーカ 42
31

(73.8)

8

(19.1)

19

(45.2)

10

(23.8)

0

(0.0)

8

(19,1)

13

(31.0)

8

(19.1)

1

(2.4)

一 般 メ ー カ 78
49

(62.8)

28

(35,9)

43

(55.1)

18

(23.1)

5

(6.4)

12

(15.4)

40

(513)

31

(39.7)

10

(12,8)

全 体 196
146

(74,5)

54

(27,6)

101

(51.5)

39

(199)

10

(5,1)

32

(16.3)

102

(52,0)

69

(35.2)

15

(77)

数社

78

60

田

40

領

㎝

-o

0

'(多 重回答)

囮 ジステLJ)ウス

【=コアセンフ「レメ一方

巨ヨ ー 般 メ ー カ

281*818e*8185*682M*65e2*6829*8886*68eZZZ892M使 用CPU

図2-2使 用 マ イ ク ロコN/
.ピュ ー タ(使 用 してい る もの 全 て)
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2.2使 用言 語

使 用言語 は どの よ うな ものが 使 われ てい るか を 見た もの で ある。 主 に使 用

し てい る言 語 につ い て見 る と,最 も多 く使 用 され てい る言語は,ア セ ンブ リー

言語 の76.6%で,群 を抜 い てい る。

また,使 用 され てい る言 語(多 重 回答)に つ い て 見 ると,ア セ ン ブ リー,

BASIC,C,FORTRAN,PL/Mと い った と ころ が多 くあ げ られ てい る。

表2-3使 用言語(主 なもの1つ)

(単 位:社 数,カ ッコ内 は%)

ア 機 P B F P F L

セ
L

A O 1」
0 1

回 答 数 とプ

リ

械
/

S、
1

C RR

TA
/

R

T
S

＼ 1 証口口 M C N 1 H P

58 2 0 9 5 0 0 0 0

シ ス テ ムハ ウ ス
、

74
(78.4) (2.7) (0.0) (12.2) (6.8) (0,0) (0.0) (0.0) (0.0)

.25 2 2 3 1 0 1 0 0

ア センブルメーカ 34
(73.5) (5.9) (5.9) (8.8) (2.9) (0.0) (2.9) (0.0) (0.0)

51 2 6 3 3 2 0 0 0
一 般 メ ー カ 67

(76,1) (3,0) (9.0) (4,5) (4.5) (3.0) (0.0) (0.0) (0.0)

一

134 6 8 15 9' 2 1 0 0

全 、 体 175
(76.6) (3.4) (4.6) (8.6) (5,1) (L1) (0,6) (0.0.) (0.0)

FORTRANPL/1

0.6%

1社

ユ%

BASIC

8.6%社

L/15社

4.6%

械 語3 .・ 。68子

アセ ン ブ リー

76.6%

134社

図2-3使 用 言 語(主 な もの1つ)
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表2-4使 用言 語(使 用 してい る もの 全 て)

(単 位:社 数, カ ッ コ内 は%)

回 答 数

ア
セ
ン

ブ
リ

1

機

械

語

P

L

/

M

B
A
S
I

C

c

F
O
RR
TA

N

P

L

/

1

F

O

R

T

H

L

I

S

P

シ ステ ムハ ウス 80
73

(91.3)

13

(16.3)

24

(30、0)

67

(83.8)

35

(43.8)

32

(40.0)

6、

(7.5)

5

(63)

3

(3.8)

ア センブル メー カ 42
37

(88.1)

12

(28.6)

8

(19,1)

25

(59,5)

u

(26,2)

6

(14.3)

1

(2、4)

4

(9.5)

0

(0.0)

一 般 メ ー カ 78
72

(92,3)

14

(18.0)

25

(32.1)

39

(50,0)

36

(46.2)

25

(32.1)

3

(3.9)

6

(7.7)

1

(1.3)

全 体 200
182

(9LO)

39

(19.5)

57

(28.5)

131

(65,5)

82

(4LO)

63

(31、5.)

10

(5.0)

15

(7.5)

4

(2.0)

数社

田

η

60

閲

姻

賜

田

10

0
アセンフ"ラPし/MBASICCFORTR酬PL/!FCRTHLISP

機 械 語

図2-4使 用 言 語(使 用 し て い る も の 全 て)

(多 重回答)

ezヲ ステム」鳩 ス

Uコ アセンブAlbl－カ

日 一 般 メ ー カ

使用言語
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5.マ イ ク ロ コ ンピュ ー タ 応用 システ ム開 発技 術 者(マ イ ク ロ コン ピュ ー タ シ

ステ ム技 術 者)に つい て

5.1マ イ ク ロコ ン ピュ ー タ関連 技 術 者数

マイ ク ロコ ンピュ ー タ関 連 技 術 者 につい て 見る と ,技 術者 の うち ハ ー ドウ

ェア専 門 の 技 術者が 過 半 数(57 .5%)を 占め,ハ ー ドウ ェア.ソ フ トウ ェ

ア両 方 に従 事 してい る技 術者 を含 め る と76%に もな る。 ソ フ トウ ェ ア専 門

の 技 術 者 は,24%で あ り,こ の数 字 か ら もマ イ クロ コ ン ピ ューータ シス テ ム

技 術者が ハ ー ドウ ェア にか な りウ ェイ トが かか ってい る こ とが うかが える。,

表3-1マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ関 連 技 術 者 数

(単 位:人 数,カ ッコ内は%)

ソ フ トウェア

技 術 者

ハ ー ド ウ エ ア

技 術 者

ハ ー ド・ソ フ ト

技 術 者
計

シ ス テ ム ハ ウ ス
537

(28.7)

848

(45.4)

485

(25.9)

1,870

(100)

ア セ ンブル メ ー カ
269

(41.9)

188

(29.3)

185

(28.8)

642

(100)

一 般 メ ー カ 5,403

(23.0)

13,892

(59.2)

亀

4ユ72

(17.8)

23,467

(100)

全 体
6,209

(23.9)

14,928

(57.5)

4,842

(18.6)

25,979

(100)
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数人

醐14

蜘

嚇

唖

㎜

0

囮 システω×双

【文】アセンフ「レメーカ

百 一 般 メーカ

ソフト}術 者 ハトド}支術者 」〉ド・ソフト 職種

図3-1マ イクロコンピュータ関 連技 術者 数(職 種 ごとの分類)

ノぷ 議 フト
… 技縮
23.9%4842人

6209入

ハ ー ド技 術 者

57.5%

14928人

図3-2マ イクロコンピュータ関 連 技 術者数(職 種ごとの 占有率)
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人数

14eee

12脇

1ewu

晒

㎜

棚

晒

z

●

◆ ● ◆◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◎
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
■

囮"ト 技術者

mj>一 ド技6舟者

∈ヨ1'h卜"・ ソフト

システム▲'めス アセンフ"ルメーカ
一般 メーカ 業種

図3-3マ イクロコンピュータ関連 技 術者数(業 種 ごとの分類)

7.2%

1870人

一 般 メ ー カ

90.3%

23467人

アセ ン ブル メー カ

2.5%

642人

、

右

■

図3-4マ イクロコンピュータ関連 技 術者数(業 種ご との 占有率)
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ろ.2マ イ ク ロ コ ンピ ュ ー タ システ ム技 術 者 の 採 用方 法

近 年,各 方面 か らマ イ クロ コ ンピ ュ ータ関 連技 術者の 不足 が 強 く叫 ばれ て

い るが,各 企 業 におい ては技 術者 を どの よ うな方 法 に よ り確 保 してい るか を

見 た もの で あ る。

新 規 採用 は 当 然 の こ とと しで,中 途 採 用 に よ り確i保 しよ う とす る 企業 が か

な りの数 にのぼることがわか る。 他の職種にはあま り見 られ ない傾 向 と思われる。

表3-2採 用 方 法

(単 位:社 数, ヵ 。 コ内 は%)

回 答 数 新規卒業 中途採用 配置転換 その他

シ ス テ ム ハ ウス 78
66
(84.6)

40
(51.3)

9

(11.5)

1

(1.3)

ア セ ンブル メー カ 46
32

(69.6)

25
(54.4)

17

(37.0)

1
(2.2)

一一 般 メ ー カ 80
71
(88.8)

31
(38.8)

40
(50.0)

2
(2.5)

全 体 204
169
(82.8)

96

(47.1)

66

(32.4)

4
(2,0)

(多 重回答)

数社

回

回

期

四

四

田

68

姻

㎝

B

囮 システ出版

`

～

‡

巨3日

≡

≡一抱
≡

-F=

【

‡
三戸

声員

「

口

口

⑩
.「

r白

・…F姻

配置転換
採新規卒業 中途採用 その他

国=コアセンフ「レメ一方

口 一般 メーカ

⑩ 全体

採用方法

図3-5採 用方法(業 種ごとの分類)
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3.3マ イ ク ロ コン ビ 三・一 夕シ ステ ム技 術 者 の 育成 方 法

不 足 す る マイ ク ロコ ン ピ ュー タ関 連 技 術者 の育 成 方・法に つい て見 た もの で ・

ある。 過半数 の 企 業 がOJTに 頼 ってい る。 従業 員教 育 とい う とだ い たい の

職 種 でOJTが 主 流 と思 われ るが,マ イ クロ コン ピュ ータ関 連 技 術 者 につい

て も例 外で はなし・よ うで あ る。 外部 ・教 育 機 関 が意 外 に少 ない が,こ れ はマ

イ ク ロコ ン ピ ュータ技 術そ の もの が,ま だ 日が 浅 い こ と,そ れ に もか か わ ら

ず 技 術進歩 が 早い こ とな どか ら体 系 だ った教 育 をす る機 関 が 少 ない た め と も

思 われ る。

表3-3マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム技 術 者 の 育 成 方 法

(単 位:社 数,カ ッコ内は%)

.回 答 数 OJT
外 部

教育機関
社内研修 自己研修 その他

主

な

も

の

シ ス テ ム ハ ウ ス 59
34

(57.6)

6

(10.2)

16

(27.1)

3

(5.1)

0

(0.0)

ア セ ンブ ル メー カ 24
8

(333)

4

(16.7)

7

(29.2)

4

(16,7)
4

1

(4.2)

一 般 メ ー カ 61

1

34

(55.8)

6

(9.8)

20

(32.8)

1

(1.6)

0

(0.0)

全 体 144
76

(52.8)

16

(11.1)

43

(29.8)

8

(5.6)

1

(0.7)

該
当
す
る
も
の
全
て

(

多
重
回
答
)

シ ス テ ム ハ ウス 77
54

(70ユ)

29

(37.7)

49

(63.6)

21

(27.3)

0

(0.0)

ア セン ブル メー カ 46
18

(39.1)

18

(39.1)

24

(52.2)

19

(41.3)

7

(15.2)

一 般 メ ー カ 80

,

61

(76.3)

40

(5α0)

53

(66.3)

20

(25.0)

0

(0.0)

全 体 203
133

(65.5)

87

(42.9)

126

(62.1)

60

(29.1)

.

7

(3.5)
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図3-6

社内研修

27.1%

16社

関磯
響
音

0

6

外

1

OJT

57.6%

34社

シ ス テ ム ハ ウ スの マイ クロ コ ンピ ュー タシ ステ ム

技 術者 の 育 成 方 法(主 な もの)

自己研修
16.7%

4社

社 内研修

29.2%

7社

OJT

33.3%

8社

外部機関
16.7%

4社

図3-7 ア セ ンブル メ7カ の マイ クロ コ ンピ ュー タ シ ステ ム

技 術者 の育 成 方法(主 な もの)
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図3-8

社内研修
3鑑

外部機関
9。8%

6社

自己研修
1.6%1社

OJT

55.8%

34社

一 般 メー カ の マ イ ク ロコ ン ピューータ シ ステ ム

技 術者 の 育成 方 法(主 な もの)'

社内研修

29.8%
43社

自己研

修
5.6%

外 部 機関
11.1%

16社

そ の他0.7%

OJT

52.8%

7q社

図'3-9 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ シ ステ ム技 術者 の

育 成方 法(主 な もの全 体)
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纏 図 ㎜
㎝

叫=

外部教育機
1L育自
己研修 その他

図3-10

5コ双 テdJm

【=】アセンフ「レメーカ

∈ヨー 般 メーカ

囮1全 体

育成方法

社内研修

マ イ ク ロコ ンピ ュー タ システ ム技 術者の

育成 方 法(該 当す る 方 法す べ て)
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4.マ イ ク ロ コン ピュ ー タ応 用 システ ム開 発技 術 者試 験 に つ い て

4.1試 験は,技 術 者の育成,'評 価,採 用等 に役立つか

マイク ロコンピュータシステム技 術者の技 術水準 向上へ の努 力に指針 とは

げ ま しを与 え,ま た技 術者育成の 目安 を示すための試験 制度については,65.

7%が 役 に立 つとの回答が あ った 。わか らない との回答が約30%あ るが,

これは実際の試験の中味が 明確ではないた めと考 えられる。

試験に対す る肯定的 な意見が多数 を 占めたのは,ソ フ トウェア技 術者 に 「情

報処理技 術者試験 」が あ るように,マ イ クロコンピュータ関連技 術者 にも試

験制度が求め られてい る表われ とい える。

表4-1試 験 は,技 術者 の 育 成,評 価,採 用 等 に役 立 つ か

(単位:社 数,カ ッコ内は%)

回 答 数 役 に た つ 役 にたたない わ か らな い

シ ス テ ム ハ ウ ス 79
56

(709)

5

(6,3)

18

(22.8)

アセ ン ブル メー カ 48
33

(68.7)

1

(2.1)

14

(29.2)

一 般 メ ー カ 80
47

(58.8)

6

(7.6)

27

(33.8)

全 体 207
136

(65.7)

12

(5.8)

59

(28、5)
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■

わ か ら ない

28.5%

59社

役 だ つ
65.7%

136社

o図4-1試 験 は ,技 術者 の育 成,評 価,採 用 等 に役 立 つ か
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以下,試 験 についての主 な意見

① 肯定的な意見

・ぜひ とも実 施してい ただ きたい。

・積極的に制度を活用。

・業界 に認知 され るよう,早 く制 度化 して も らいたい。

・自己啓発に役立つ と考 える。

・本件 当該試験 は,基 礎的知識の整理に よ り1evelup学 習 に入 る

chanceと もな り賛成。

・若年 の育成(中 味 による),能 力の判断基準。

・新人 採用及び技 術者採用の 目安になる。

・当社ではわか らないが,一 般化すれば,ソ フ ト等外注依頼す る時の参

考 になる。

・社会的なPRと な る。

・3ラ ンクあるので責任の与 え方が容易 と思われ る。

・公的機関での運 用実 施,基 準の明確化が必要。

・実践的 に役 に立つ よ うな制度 を期待。

・システム技 術者の育成は,経 験の積み重 ねしか方法 がない と思われ る

(当社のレベル,現 状)。 つ ま り・OJT方 式による実地訓練。

試験制 度は,技 術 レベルの 「確認」 と言 う意味では大変 よい と思 う。

・現在,当 社では各種試験に対す る模試,講 習会等の実 施や,各 種セ ミ

ナ ーへ の参 加を行わせ てい る。今後,貴 協会で試験制 度の実施,そ の

対策な どをたて られれぼ,当 社 も充分参考 とさせて もらい たい。
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② 疑問視または消極的な意見

・これだ け広範な職業 を十把一 か らげでテ ス トして実務 能力の何がわか

るのか。

・技 術評価 の 目安 として役に立つが,そ れによって特 に区別は しない。

実際 の実力は別 と考 える。 なぜ な ら,マ イ クロコンピュータの知識 の

み でな く,制 御 され る対象の知識 がない とよい システ ムは作れない。

雑学が大切 。

・対象 とする応用 システムは,多 岐に渡 り,知 識その ものよ り,シ ステ

ム分 析技術が要求 される。 又,単 に論理的思考だけで も,シ ステム分

析はで きない。

・教育制度を含めれば更 に意味があ る。試験 場では不十分(物 足 りない)。

・一部の ものが受験 して合格 して も,全 体の技 術評価,計 画的育 成には

つ なが らず,単 な る自己啓発のみに帰す る恐れがあ る。

.一一般的 には役 に立つ と思 うが,対 象のマイクロコンピュータを限定 し

た ときについ ては,疑 問が生ず る。

・従来の情報処理技術者試験 の ように学生等 に有利な試験制度になる可

能性 が ある。

・単な る資格試験は,間 違い の元(今 までの 日本でな されていた方法で

は)実 力,経 験,創 造性 を重視すべ き。
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③ 国家試験を要望

・情報処理 技術者試験のように国家試験の一つ とすれば役 に立つ と思 う。

・国家試験 として強 力な推進 をお願いす る。

・既成の 「情報処 理技 術者資格 」 と同水準の国家試験であるこ とが必要

で ある。

④ そ の 他

・単 なる試験では な く,マ イ ク ロコンピュータ技 術者の分類 ,定 義,必

要技 術等を明確 にし,各 社共通に使 える言葉 に してもらいたい。

・あらゆるケースでの標準化が必要 と思われ る。

・上級試験は権威 あるものにすべき と思 う(電 検1種 並)。

・官公,学 識(教 授)企 業の三界か ら,本 件委員を出 して中小 企業に も

理解の ある)先 ず,US.Aの 本件 に係 わる原稿を調査 して,こ の

内容 に よ り日本式を成立 させて もらいたい。

σ
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4.2試 験 の 実 施時 期 は い○ 頃 一 ,・.・ 一『,∵∴-1∵iゴ ㌧'i・

実際 の試 験 の実 施時期 につい ての 希 望 は,10月 が 多い が 全 体 的な 傾 向 と

して は,年 度 の 中間 に 回答が 集 中 してい る。

表4-2試 験 の実 施時 期 は

(単 位:社 数,カ ッ コは%)

＼ 回答数 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

シ ス テ ム

ハ ウ ス
52

3

(5.8)

4

(7,7)

4

(7.7)

4

(7,7)

3

(58)

3

(58)

1

(19)

8

(154)

3

(5.8)

17

(32.7)

1

(19)

1

(1.9)

ア セ ン ブ ル

メ ー カ
27

1

(3.7)

1

(3.7)

0

(0.0)

0

(0.0)

0

(0.0)

5

(185)

0

(0.0)

4

(148)

2

(7.4)

12

(444)

2

(7.4)

0

(00)

一 般 メ ー カ 43
2

(4.7)

0

(0,0)

0

(0.0)

1

(2.3)

1

(2,3)

6

(14.0)

3

(7.0)

7

(163)

7

(163)

14

(326)

1

(2.3)

1

(2.3)

全 体 122
6

(4⑨)

5

(4,1)

4

(33)

5

(41)

4

(3.3)

14

(115)

4

(3,3)

19

(156)

12

(98)

43

(353)

4

(33)

4

(L6)

数

「
ー

]

1

社

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

一

口

=

=

'

口

■
ll

一

・
・

鷹 霧隠懸顯 翻
`

認 鳳
1角2角3月4角5角6角7角8月9月1∂ 月i《月12月 月

図4-2試 験 の実施時期は
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以下,試 験実 施時期 とその理 由につい ての主 な意見

①4月

・年 度 始 めで プ ロジ ェ ク トが,開 始 して な くて,比 較 的 時 間 の 余 裕 あ り。

・新 入1年 後 と した い。

②5月

・期 末(9月),年 度 末(3月)前 後 を さけ たい 。

・通 産 省 の 情 報 処理 技 術者 試 験 と区 分 。

③6月

・4月 が 年 度の は じま りで 一 応 全 体 の会 社 計 画 が ま とま った時 期 。

・新 入 社 員教 育 が一段 落 す るか ら。

・入社1年 後,OJTの 効果 確 認 。

・新 人 採 用 時,判 定 の 一 助 にす る。

④8月

・仕 事 が比 較 的,混 ん でい ない 時 期。
.

・勉強の時 間が とれる と思 う。

・夏休 み利 用,新 入社 員現場実習終了時点。

・新入社 員採用の 目安 となる。
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⑤9月

・夏休 み の有 効 活 用 が で き る。

・4月 期 初計 画 に盛 込 め る。

⑥10月

・OJTの 成果確認,次 期 の採用検討。

新入社員の社 内教育 もひ ととお り終 った頃で,こ の試験 をひ とつの 目

標 に努力 させ られ る。

・初級 者は入社(4月)後,準 備可能。

・新入社 員受験,夏 休み中の集 中講義後。

7月 に別の試験 があるた め。

・情報処理技 術者試験の一環 とす る。

⑦12月

・人事異動 との関連。学校卒業後ある程度の知識修得想定。

⑧1月

・仕 事の 切 換 時 期。

・能 力検査 の レビ ューの 助 け にな る。
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⑨2月

・4月 新規採 用時 に充 当で きる。

・新規 開発に外れ る(期 間)。

⑩3月

・年度末の反 省及び次年度の指針。

・1期 の終 了時 期。

⑪ そ の 他

・61年 度実 施。 社 内PRが 必要 。

・10月 以 外。 情 報 処 理技 術者 試 験 と重複 しない 為
。

・3,4 ,9,10月 を除 く時 期 。

・各 種 の 試 験 が氾 濫 してい る ので 判 断 で きず 。
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4.3試 験 の合格者 に対 す る待遇

試験 の合格者 に対 しての待遇 につい てみ ると他 の設 問 と異な り,か な り業

種 間のバ ラつきが見 られる。 全体的には考 慮す る傾向にあるが,と くに配 置

転換等では積極的な姿 勢が うかが える。

表4-3 合 格者 に対 す る待 遇

(単位:社 数,カ ッコ内は%)

回 答 数 考 慮 す る 考慮 して もよい 考慮 しない

シ ス テ ム ハ ウス 72
17 .43 12

(23.6) (59.7) (16、7)

金

ア セ ンブル メーカ 40
7 20 13

銭 (17.5) (50.0) (32.5)

面 一 般 メ ー カ
71

0 20 51

(0.0) (28.2) (71.8)
で

全 体 183
24 83 76

(13.1) (45.4) (4L5)

シ ス テ ム ハ ウス 70
22 36 12

(31.4) (51・4) (17.1)
社 1

内
表 ア セ ン ブル メーカ 41

8 23 10

彰 「

(19.5) (56.1) (24.4)
制

・

度
等
一 般 メ ー カ

69
5 31 33

で (7.3) (44.9) (47.8)

全 体 180
35 90 55

(19.4) (50.0) (30.6)

シ ス テ ム ハ ウ ス 75
24 45 6

(32.0) (60.0) (8.0)

配
1

置 アセ ン ブル メーカ 44
16 24 4

転 (36.4) (54,6) (9.1)

換

等
で
一 般 メ ー カ

71・ ・

24
'

(33.8)

38

(53.5り

9

(12.7)

全 体 190
64 107 19

(33.7) (56.3) (10.0)
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考慮 しない
4L5%

76社

考 慮す る
13、1%

24社

考慮 して もよい
45.4%

83社

図4-3合 格者に対す る待遇(金 銭面)

考慮 しない
30.6%

55社

考 慮する
19.4%

35社

考慮 して もよい
50.0%

90社

図4-4合 格者に対す る待遇(社 内表彰制度等)
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考 慮 し な

い

10.0%

19社

考慮 して もよ い

56.3%

107社

考慮する
33.7%

64社

図4-5合 格者に対す る待 遇(配 置転換等)
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4.4育 成方 法 に 対す る意 見(主 な意 見)

・試験制 度が確立 した場 合,こ れ を明確iな目的 と位置付け して,教 育 を進

めたい と考 えてい る。

・初級 者に対す る教育 に苦慮 してお り,現 在,中 小企業大 学校のマイ コン,

メ カ トロ,電 子制御 などの講 座を利用 してい るが,内 容 をもっと充実 し,

SEと して,必 要 な科 目を体 系的にま とめ,権 威 ある教科書 を作成 し,

実習 を主体 とした講 座を設 け られ ないか。その上 に認定試験 を行 うと効

果があ ると思 う。

・初 歩の ものは,通 信教育 等の教材 にして独学,あ る程度理解 した ら,即,

実 務を担 当させ,そ の中でわか らない部分 は教 えてゆ く方法が育成す る

のに一 番早い と思 う。'・.

・情報処理技 術者の教材 を止むを得ず利用 し 自己研修。

通信教育利用を検討中。社 内用教材検討。

適切 な指導者及び時間が とれ ない。

教科書 等を整備 してい ただけれ ぼ有益で ある。

・独学 で きるシステムがあれぼ よい。会社はそのバ ックア ップを行 う。

方式 と しては ビデオ教材が よい。

・・当社では,開 発言語には大部分をC言 語 に し,OSもMS-DOS,

UNIXに してい く傾向にあ り,市 販の もので教育 してい る状況 である。

教科書,教 材な ど整備 してい く必要性はあ るが,変 化の激 しい 分野なの

で,対 象機種や対 象分野 も限定 しに くい と思 ってい る。

・初級,中 級,上 級へ と段 階的に教育訓練す るツールがそろ えば利用 した

い(特 にマイ コン組み込み機器用が少 ない)。

、
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L

・制 御対象の知 識の教 育がで きるなら良い と思 うが,あ ま りにも広いので

分 野に分けた らどうか。.

・広範囲 に見聞を させる ことを心がける。異業種 にも関心を もってい るべ

きである。

・ハ ー ド,ソ フ トの双方 をカバ ーす る技 術者でなければ役にたたないの で,

社 内のOJTを 必ず併行す る必要があ る。試験 内容に反映要。

・主体はOJTで あ って,第2次 に グル ープ研究を行 ってい る。

レベルに適 レた課題の設定 をどうす るかが最 も重要なポイ ン トと考 えて

い る。 又,本 人の 自覚 と活動環境 のウェイ トも高い。

・システム開発 ヅール等 の整備,予 備面が重要。

・教育機関の整備。 ヨ

・社 内では育成指導する人材 がい ないので,外 部の専門教育機 関に頼 らざ

るを得 ない。

・大学 の専門部門か ら週2回 会 社に きても らって研修をしてい る。

・外部講師 による レクチ ャーを中心に他企業 とのジ ョイ ン ト等,具 体的問

題 に対 して実地 訓練す るのが望ましい。

・能力別にステ ップを分 け,実 践的な カ リキ ュラムによる教育体制。,

・実習機材の整備を含め,質 問で例示 されたことをすべて準備 し,社 内教

育の充実 に努 めてい る。

・現実に関連す る仕事を与 え,適 切な指導 をしなが ら期 日までに完成 させ

.?づ

る とい う半ば スパルタ教育 をす る.のが最 も良いと考 えてい る。
:

・数 名6ケ 月 の実 習 付 カ ソ ズメ研 修 ○効 果 大。

・シス テ ム開発 の テ ー マを与 えて ∴ 自由討 論 を ざ甘る 。

・機械技術者も含蛭 興 員向け㌘ 三r働 等⑳ キユラiをも

ち過去か らの教材を蓄積し活 用 してい る。1
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4.5受 験 対象 技 術 者 数 に つい て

初,中,上 級 に分 け て見 る と,受 験対 象 とな る技 術者 の過 半数 が 初級 とな

ってい る。 次い で 中級,上 級 の 順で あ り,上 級 は まだ まだ 少数 で あ る。 業 種

別 に見 る とシ ステ ムハ ウ スだ け が 中級 の受 験 対 象 技 術者 が 最大 とな ってい る

点 が 注 目 され る。

表4-4受 験 対 象技 術者数

(単 位:人 数,カ ッコ内は%)

＼ 回 答 社 数 初 級 中 級 上 級 合 計

シ ス テ ム ハ ウ ス 70
544

(37.1)

571

(39.0)

351

(23.9)
'1466

ア セ ンブル メーカ 37
198

(48.1)

141

(34.2)

73

(17.7)
412

一 般 メ ー カ 63
5314

(583)

2524

(27.7)

1283

(14.1)
9121

全 体 170
6056

(55.1)

3236

(29.4)

1707

(15.5)
10999

人数
盟

迎

4eoo

蜘

㎜

1ez9

z

E三!aジステム」＼ウズ

中級

ピ=コアセンフ　ルメー7〕

∈ヨー 般 メーカ

図4-6受 験対象技 術者数(業 種 別)
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図4-7受 験対象技術者数(試 験種別)
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第 皿1編 回答企業の属性

1.資 本 金 規模 別 回答企 業数

表1-1 資本金規模別回答企業数

(単位:社 数, カ ッコ内 は%)

回 答 数 百万円 千万円 億 円 十億円 百億円 千億円

シ ス テ ム ハ ウ ス 80
13

(163)

53

(663)

11

(13.8)

3

(3.8)

0

(0.0)

0

(0.0)

ア セ ンブル メーカ 47
5

(10.6)

35

(74.5)

4

(8.5,)

3

(6,4)

0

(0.0)

0

(0.0)

一 般 メ ー カ 82
0

(0.0)

1

(1.2)

4

(4.9)

56

(68.3)

18

(22.0)

3

(3.7)⑱

全 体 209
18

(8.6)

89

(42.6)

19

(9、1)

62

(29.7)

18

(8.6)

3

(1.4)

繁

簡
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60
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-46-一

資本金



数

.

=

d

「

-
ー

`
.「

1

…

-
「

-

ー

」

社

銘

鋤

㎝
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姻

百万円 千万円 億円 十億円 百億円 千億円

図1-2資 本金規模別回答企業数
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2.売 上 高 別 回 答企 業数

表2-1売 上 高 別 回答 企 業数

(単位:社 数, カッコ内は%)

回 答 数 百万円 千万円 億 円 十億円 百億円 千億円
二兆 円

S

58

年

度

シ ス テ ム ハ ウ ス 71

1

1・

(1.4)

4
(5.6)

40
(563)

25
-

(35.2)
1

(1.4)
0

(0.0)
0
(0.0)

ア セン ブル メーカ 46
0
(OO)

1
(2.2)

18

(39ユ)

27
(587)

0
(00)

0

(OO)

0

(00)

一 般 メ ー カ 75
0,
(OO)

0
(0.0)

0
(OO)
.

.4
'(5 .3)

51
(680)

15
(200)

5
(6.7)

全 体 192:

1

1
(05)

5
(26)

58'(302) 56

(292)
52

(27ユ)

15

(7⑧)

5

(26)

59

年

度

シ ス テ ム ハ ウス 75 .
0
(OO)

5

(67)・

41,
(547)

28
(373)

1
(13)

0

(OO)

0
(OO)

アセ ン ブル メーカ 46
0
(00)

1
(22)

14
(304)

30
(652)

1
(22)

0
(OO)

0
(00)

一 般 メ ー カ 76

1

0
(OO)

.

0
(OO)

0
(0.0)

1
(1.3)

52
(684)

19
(250)

4
(5.3)

全 体 197

1

0
(OO)

6

(3ユ)

55

(279)
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ろ.従 業 員数 別 回答 企 業数

表3-1 従業員数別回答企業数

(,単 位:社 数 カ ッコ内 は%)

1

＼ ＼ 回 答 数 て5 〈10 〈50 <100 <500 〈1000 〈5000 <10000 <50000 5000(X〔

シ ステ ム ハ ウス 80
4

(50)

4

(5.0)

32
(400)

20

(25.0)

17

(213)

2

(2,5)

1

(L3)

0、

(0.0)

0

(0.0)

0

(0.0)

ア センブル メーカ 46
0

(0.0)

0

(0.0)

15

(32.6)

14

(304)

16

(348)

1

(2.2)

0

(0.0)

0

(0.0)

0

(0・o)

0

(0.0)

一 般 メ ー カ 82
0

(0.0)

0

(0.0)

0

(0.0)

0

(0、0)

7

(85)

13

(159)

45

(549)

5

(6.1)

9

(11D)

3

(3.7)

全 体 208
4

(1.9)

4

(19)

47

(226)

34

(16.4)

40

(19.2)

16

(7.7)

46

(22,1)'

5

(24)

9

(4.3)

3

(1.4)

数社

50

45

咀

35

錫

25

鋤

15

角り

5

0

1

〈5〈10〈50〈120〈52KZ)〈1000〈51znZHb〈5(b92e

〈1㎜5㎜ 〈

図3-1従 業 員 数 別 回 答 企 業 数(全 体)

人数
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ア ン ケ ー ト 調 査 票
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A.こ の 調 査 票 は 、 「一 般 メ ー カ ・ア セ ン ブ ル メ ー カ」 に 対 し、 送 付 し た もの で あ る 。

マイ ク ロコン ピュー タ応 用 シス テム

開 発 技 術 者 実 態 調 査 票

ー

O
口

本調査票は、 次の4つ の項 目に分かれています。

以下、各項 目についておたずね します。

1貴 社の概要

llマ イ クロコンピュータ関連業務について

亘 マイ クPコ ンピュータ応用 システム開発技術者について

lVマ イ ク・コンビ=一 夕応用 システム開発技術者試験について

な お 、 こ こ で 言 うWイ クPコ ン ピ ュ ー タ と は 、 部 品 と し て の マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ を

言 い ます 。

ま た 、 マ イ クPコ ン ピ ュ ー タ 応 用 シ ス テ ム 開 発 技 術 者(以 下 、 「シ ス テ ム技 術 者 」

と い う)と は 、 マ イ クPコ ン ピ ュ ー タ を 組 み 込 む こ とに よ り、 機 能 の 向 上 を 図 っ た シ

ス テ ム の 設 計 、'製 作 ・開 発 な どを 行 う 技 術 者 の こ と を 言 い ま す 。

財団法人 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会
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貴社の概要についてお答 え下 さい。

貴 社 名

本 社
所 在 地

電 話

代 表 者 氏 名

調 査 票 記 入 老

氏 名 ・ 所 属

資 本 金 (単 位:百 万円)

売上高

(58年 度) (単 位:百 万円)

(59職 込) (単 位:百 万円)

従 業 員 名(男 性 名,女 性 名)

皿 マイクロコンピュータ関連業務について

1.貴 社 では、マイクロコンビ=一 夕を利 用した製品 ・システム

あるいはこうした システムの ソフ トウェアの開発 を行 ってお り

ますか。該 当す るもの1つ に○印をつけて下さい。

a開 発 をしている。

b直 接開発をしないが、外注により製品開発 をしている。

c現 在開発をしていないが、将来は予定 している。

d現 在開発を してお らず、将来 もその予定はない。

(a、bと 答 えた方は質問2へ 、c、dと 答えた方は質問 ロへ

進 んで下さい。)

2.貴 社では、今後 マイ クロコンピュータ関連業務を増や してい

きたいとお考 えで しょうか。該当するもの1つ に○印をつけて

下さい。

a増 や したい。

b現 状のままでよい。

c減 らしたい。

ra、 増 や したい」 と回答 された方に うかがいます。次のどの

ような仕事を増や したい とお考 えですか。該当するもの全てに

○印をつけて下 さい。

aシ ステムの設計部分cソ フ トウェアの開発部分

bハ ー ドウェアの製造部分dハ ードウェア・ソフトウェア

eそ の他具体的にご記入 下 を1つ の システ ムとして開発

さい。 する。

L
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口
舌

3.現 在 、 ご使 用 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に つ い て 数 量 的 に 最 も 多

い も の1つ に ◎ 印 、 そ の 他 該 当 す る も の 全 て に ○ 印 を つ け て 下

さい 。

aZ8098086

b8080h68000

c8085iZ8000

d6800

e6502 .jそ の 他(具 体 的 に お 書 き 下 さ い)

f6809

㌧ 醐 言詞 ・ついて酪 え下さい・騨 ウ・イ ・の高いもの1
つに◎印、その他該 当するもの全てに○ 印をつけて下 さい。

a

b

C

d

e

f

g

h

i

Assembler(MacroAssemblerも 含 む)・

MachineLanguage

PL/M

BASIC,

C

FORTRAN

PL/I

FORTH

LISP
『

そ の 他(具 体 的 に お 書 き 下 さい)一

θ

皿 マイ ク・コンピュータ応用 シスナム開発技術者にっいて

1.貴 社 のマイクロコンピュータ関連の技術者についてお答え下

さい。

① ハー ドウェア専門の技術者は

人

② ソフ トウェア専門の技術者 は

人

③ ハ ー ド・ソフ ト両方に従事 してい る技術者は

人

2.マ イ クロコンピュ一夕ジステム技術者の採用はどのような方

法をとっていますか。該当するものに○印をつけて下さい。-

a新 規卒業者b経 験者の中途採用

c自 社の他部門から配置転換1'

dそ の他(具 体的にご記入下 さい)一
3.マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 技 術 者 を 育 成 す る に 当 っ て ど

の よ うな 方 法 を と6て い ま す か 。 主 とす る も の に ◎ 印 、 該 当 す

る も の に○ 印 を つ け て 下 さ い。 ピ'『

aOJTb外 部の蹴 関c綱F修
、

d会 社 の補助による自己研修

eそ の他(具 体的にご記入下 さい)

⊃
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漂

1

Wマ イ クロコンビ.ユ一夕応用システム開発技術者試験について

当協会ではシステム技術者の技術水準向上への努力に指針とは

げましを与えるための試験制度について検討をしてお ります。そ

の実施要領(案)は 別紙に示すとお りです。この実施要領(案)

の もとに以下の質問についてお答え下さい。

1。 こうした試験がシステム技術者の育成、技術評価、採用etc

に役 立つとお考 えで しょうか。該当す るものに、○印をつけて

下さい。
■

a役 にたつ

b役 にたたない

cわ か らない

とくにご意見があ りました らお聞かせ下 さい。

2.こ の試験が実施され るとした ら、実施の時期はいつ頃が妥当

だ とお考 えでしょうか

[コ 月頃(理由
)

3.こ の試験が実施 されるとした ら、合格i者に対 して待遇面等で特

別の考慮を して もよい とお考えで しょうか。

① 給 与等の金銭面で

a考 慮す るb考 慮 してもよいc考 慮 しない

② 社 内表彰制度等で

a考 慮す るb考 慮 してもよいc考 慮 しない

③ 業務の上で(配 置転換等)

a考 慮 するb考 慮 してもよいc考 慮 しない

4,シ ス テム技術者の育成の方法は、試験制度をは じめ として教育

カ リキュラムの整備、教科書 ・教材の作成等いろいろ考えられま

すが、貴社 では この点についてどのようにお考 えですか。 ご意見

をお聞かせ下 さい。

5.こ の 試験が実施 され るとした ら、貴社において受験対象とな る

技術者はおおよそ何人位で しょうか。

初 級

中 級

上 級

　

　

　

口
=
口

ご協力あ りが とうござい ま した。

L
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B.こ の調 査 票 は 、 「シ ステ ムハ ウス」 に対 し、 送 付 した もので あ る。

マイ ク ロコン ピュー タ応 用 システム

開 発 技 術 者 実 態 調 査 票

③
否

…

本調査票は、次の4つ の項 目に分かれています。

以下、各項 目についておたずね します。

1貴 社の概要

皿 マイクロコンピュータ関連業務について

1マ イクロコンピュータ応用システム開発技術者について

Ivマ イ クロコンピュータ応用システム開発技術者試験について

な お 、 こ こ で 言 う'マイ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ と は 、 部 品 と し て の マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ を

言 い ま す 。

ま た 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ応 用 シ ス テ ム 開 発 技 術 者(以 下 、 「シ ス テ ム 技 術 者 」

とい う)と は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を組 み 込 む こ と に よ り、 機 能 の 向 上 を 図 っ た シ

ス テ ム の 設 計 、 製 作 ・開 発 な ど を 行 う技 術 者 の こ と を 言 い ます 。

財団法人 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会
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}貴 社 の概要についてお答 え下 さい。

貴 社 名

本 社
所 在 地

電 話

代 表 者 氏 名

調 査 票 記 入 者

氏 名 ・ 所 属

資 本 金 (単 位:百 万円)

売上高

(58年 度) (単 位:百 万円)

一

(59年 齪 込) (単 位:百 万 円).

従 業 員 名(男 性 名、女性 名)

、.●

nマ イ クロコンピュータ関連業務についで

1.貴 社 の事業分野についてお答 え下 さい。最 もウェイ トの高い

もの1つ に◎印、その他該当するもの全 てに○印をつけて下さ

い。

a

LD

C

d

e

よ
ー

σ

O

h

・
1

.-

'

LSI

部 品

マイ クロコンピュータ

電 卓

パ ー ソナ ル コ ンピ ュ ー タ0

事務用機器

POS機 器

自動販売機

機械制御

計 測

k監 視

1自 動試験、検査

m物 流機器

n周 辺機器

通信、変換

p医 用機器

qデ ータ処理

r教 育機器

s娯 楽、

レジャー機器

t教 育、 出版

U言 語 ソ フ ト

Vソ フ トシステム

wア プ リケーション

ソフ ト

Xシ ス ァ ム

yそ の他(具 体 的

にお 書 き下 さい)

2..貴 社 の生産状況についてお答え下さい。

① 最 もウェイ トの高い ものに○ 印をつけて下 さい。

a設 計のみ

b設 計 ・試作まで

c設 計か ら製作まで

② 製品を生産する場合について、該当す るもの1つ に○

印をつけて下さい

a自 社工場あ り

b全 部外注

c一 部外注



朝
Q。

3.マ イ クPコ ン ピ ュ ー タ 関 連 業 務 の 売 上 に つ い て お 答 え 下 さ い 。

① 〔イ ク ロコ ンピ ュ一 夕関 連 業 務 の 売 上 高 は い く ら で し ょ うか 。

百万円

② ハ 「 ド ・ ソフ ト別 売 上 比 率

◇ 58年 度 59年 度見込

ハ ー ドウ エ ア 関 連

ソ フ トウ ェ ア 関 連

計 100・% 100%

③ 自主開発 ・受注開発別による売上比率
^-十^^

58年 度 59年 度見込

自 主 開 発

受 注 開 発

計 100% 100%

4.現 在 ご使用マイクロコンピュータについて数量的に最 も多い

もの1つ に◎印、その他該当す るもの全てに○印をつけて下 さ

い。

a

b

C

d

e

f

Z80

8080

8085

6800

6502

6809

g8086

h68000

iz8000

j.そ の 他(具 体 的 に お 書 き 下 さ い)

■

竜 、 .

5.使 用 言語についてお答え下 さい。最 もウェイ トの高いもの1つ

に◎ 印、その他該当するもの全てに○印をつけて下 さい。

aAssembler

(MacroAssemblerも 含 む)

bMachineLanguage

cPL/M

dBASIC

eC.

fFORTRAN

6.最 近 の損益状況(決 算期 月

gPL/I

hFORTH

iLISP'

」 そ の 他(具 体 的 に お 書 き

下 さ い)

日)を ご 記 入 下 さい 。"・

(単 位:千 円)

総 売 上 高

売 上 原 価

材 料 費

人 件 費

外 注 費

そ の 他

売 上 総 利 益
一般管理費及び販売費

人 件 費

試 験 研 究 費

そ の 他
.

営 業 利 益

営 業 外 利 益

営 業 外 費 用

経 営 利 益

特 別 損 益

税 引 前 利 益
、

税 引.後 利 益

配 当 ・ 賞 与
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ロ マイクロコンピュ一夕応用システム開発技術者について

L貴 社のマイ クロコンビ=一 夕関連の技術者についてお答え下

さい。

① ハー ドウェア専門の技術者は

人

② ソフ トウェア専門の技術者は

[==]人
③ ハ ード・ソフ ト両方に従事 している技術者は

人

2.マ イ クロコンピュータシステム技術者の採用はどのような方

法をとっていますか。該当す るものに○印をつけて下さい。

a新 規卒業者b経 験者の中途採用

c自 社の他部門から配置転換

dそ の他(具 体的にご記入 下さい)一 コ
3,マ イ クロコンビa－ 夕システム技術者を育成す るに当ってど

のよ うな方法をとっていますか。主 とす るものに◎印、該当す

るものに全て○印をつけて下さい。

aOJTb外 部の教育機 関c社 内研修

d会 社の補助による自己研修

eそ の他(具 体的にご記入下さい)一
・7凹 、 －

IVマ イ クロコンピュータ応用 システム開発技術者試験について

当協会ではシステム技術者の技術水準 向上への努力に指針 とは

げ ましを与 えるための試験制度について検討 をしてお ります。そ

の実施要領(案)は 、別紙に示す とお りです。この実施要領(案)

の もとに以下の質問についてお答 え下 さい。

1.こ うした試験 がシステム技術者の育成、技術評価、採用etc

に役 立つ とお考 えで しょうカ㌔ 該当するものに、○印をつけて

下さい。.

a役 に たつ

b役 にたたない

cわ か らない

と くにご意見があ りま した らお聞かせ下 さい。一
2.こ の試験が実施されるとしたら、実施の時期はいつ頃が妥当

だとお考えでしょうか

[コ 月頃(融)
3.こ の 試験が実施 される とした ら、合格老 に対 して待遇面等で

特別の考慮 をしてもよい とお考えで しょうか。

① 給与等の金銭面で

a考 慮す るb考 慮 してもよいc考 慮しない

② 社内表彰制度等で

a考 慮す るb考 慮 してもよいc考 慮 しない

③ 業 務の上で(配 置転換等)

a考 慮 するb,考 慮 してもよいc考 慮 しない

4、 ン'L
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4.シ ス テム技術者の育成の方法は、試験制度 をは じめとして教

育カ リキ ュラムの整備、教科書、教材の作成等いろいろ考 えら

れますが、貴社では この点について どのよ うにお考 えですか。

ご意見をお聞かせ下 さい。

Φ
○

5、 この試験が実施 されるとした ら、貴社において受験対象とな

る技術者はおおよそ何人位で しょうか。

初 級[コ 人

中 級[コ 人

上 級工 コ 人

ご協力あ りがとうございました。
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